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２学期もいよいよまとめの時期です

３年生では私立受験に向け、面接指導が始まり

ました。マナーや姿勢、そして基本的な質問をす

る、本番に近い形式での模擬面接です。指導をし

ていて、３年生の緊張が伝わってきます。 おそ

らくは、将来どういう道に進みたいか、どこに進

学し、何をしたいかを以前から真剣に考えいたの

ではないかと思います。受け答えもとても感心さ

せられます。

あと数か月で３年生になる２年生にもぜひ、今

のうちに考えてほしいことがあります。それは、

「自分自身を知ること」です。『自分自身を知る』ことではじめて望ましい進路の選択ができる

と思うからです。自分自身、納得がいく進路選択をするには避けては通れない大事なことです。

では、どのようにして自己分析をするかですが、もっとも簡単な方法は、まず今までの振り返

りをしてみることだと思います。学級活動の時間で学期の反省、振り返りの時間がありますが、

２学期の出来事を単なるできた、できなかったの反省で終わらないようにしましょう。

特に２年生はあらゆる活動でときにはリーダー的な役割も増え、自分で考えて行動しなけれ

ばならない場面が増えたと思います。その行動をとったときのきっかけや、気持ちを整理し、

書き出してみるとよいのです。例えば「部活動で選手として、がんばった」…活躍できた時の

喜び、うれしかった体験、練習での苦労など、『自分で考え、決断してきた事柄を整理すること』

が大切です。書き出してみることで、自分がどんなときにやりがいを感じることができるのか

が見えてきます。それがわかれば、進路についても道がだんだん見えてくるのではないかと思

います。３学期は、３年生に向けての「０学期」のつもりで。そのためにまず今学期末の振り

返りの時間は、２学期のまとめだけでなく、中学校に入ってからのまとめをしてみましょう。



喜多方市学力調査を実施しました
１年間の学習の定着度をはかるテストです。定

期テストと違い出題範囲がとても広いので、短期

間の学習では成果は出にくいと思います。これま

での学習でわからないところをきちんと復習して

カバーしてきたか、定期テストの反省をしっかり

行い、できなかったところを分かりようになるま

でやることが大切です。これは、学力調査だけでなく、入試にも言えることです。

今回のテストを「自分の陥没点はどこなのか？」を把握する良い判断材料にしてほし

いと思います

授業風景より
技術の授業で、ダイナモラジオを製作しています。慣れないはんだごての作業も２年生なら

ではの集中力を発揮し、熱心に取り組んでいます。

週の予定★

日 曜 学校行事など １ ２ ３ ４ ５ ６ 給食 清掃 SB

12 月 集会（２学期の思い出) 国 社 道 英 数 音 〇 〇 17：10

13 火 オンライン学習会 社 英 美 美 理 数 〇 × 13：30
美術家特別授業③④

14 水 山都の日 数 国 美 美 総 ― 〇 × 15：10
美術家特別授業③④

そば学習講話⑤

15 木 委員会活動 理 保 社 国 数 総 〇 ○ 17：10

16 金 技術家庭編成授業 英 保 学 技 家 ― 〇 × 17：10
委員会活動




